
地域医療構想推進事業について

●施設設備整備（ハード） 
（目的）  

 地域医療構想に基づき、病床等の整備及び病床機能の転換等を行う医療

機関に対し、改修・改築等の施設・設備整備に要する経費の一部を補助する

ことにより、都における病床機能分化を促進する。 

  

（対象） 

 都内の病院及び診療所の開設者で、知事が適当と認めるもの。（国、独立行

政法人、国立大学法人、地方公共団体、地方独立行政法人及び特定地方独

立行政法人は除く。） 

 ※ 30年度の対象は、回復期リハビリテーション病棟及び地域包括ケア病棟 

 

（事業内容） 

① 施設整備 

  改修、改築又は新築工事に要する工事費又は工事請負費 

  ただし、次に係る経費は対象外 

 ・ 土地の取得又は整地に要する費用 

 ・ 門、柵、塀及び造園工事並びに通路敷設に要する費用 

 ・ 設計その他工事に伴う事務に要する費用 

 ・ 既存建物の買収に要する費用 

 ・ その他整備費として適当と認められない費用（例：可動設備の購入費） 

 【基準額】 

  改修 2,650千円／床 

  改築 6,360千円／床    補助率 3/4 

  新築 5,300千円／床 
 

② 設備整備 

  医療機器等の備品購入費 

 【基準額】 

  10,500千円／所  補助率 3/4 

  （備品とは、１品につき100千円以上のもの） 

●開設準備経費支援、開設後人件費支援（ソフト） 
（目的）  

 地域医療構想に基づく病棟の開設を行うに当たり、必要な経費及び配置し

た職員の人件費の一部を補助することにより、都における病床機能の分化及

び連携を推進し、もって都民医療の向上を図る。 
 

（対象） 

 都内の病院及び診療所の開設者で、知事が適当と認めるもの。（国、独立行

政法人、国立大学法人、地方公共団体、地方独立行政法人及び特定地方独

立行政法人は除く。） 

 ※ 30年度の対象は、回復期リハビリテーション病棟及び地域包括ケア病棟 

 

（事業内容） 

① 開設準備経費支援 

  病棟の開設前６か月に発生する以下の経費 

 ・ 病棟配置する看護職員（看護師、准看護師、看護助手）の訓練期間中の 

  人件費 

 ・ 職員の募集に係る経費（人件費を除く） 

 ・ 病床等の開設のための普及啓発に係る経費（人件費を除く） 

 【基準額】 

  627千円／床（広報を実施する場合は、2,000千円を加算）  補助率 3/4 
 

② 開設後人件費支援 

  病棟において専従配置（勤務時間の７割以上）した職員の人件費のうち 

 開設後１年間に発生するもの 

 ・ 医師 

 ・ リハ専門職（理学療法士、作業療法士及び言語聴覚士） 

 【基準額】 

 医師 14,400千円／人 × １人分 

 リハ専門職 4,800千円／人 ×３人分 

 

補助率 3/4 

資料３ 



（区南部）

施設名 開設者名 施設所在地 整備対象病床 整備病床数
うち補助対象
病床数

開設時期

1
品川リハビリテーション
病院

公益財団法人　河野臨
牀医学研究所

品川区北品川5-2-1
回復期リハビリテーショ
ン病床 42床 (42床) 平成30年6月

2
医療法人社団　松和会
池上総合病院

医療法人社団　松和会 大田区池上6-1-19 地域包括ケア病床 42床 (42床) 平成30年7月

地域医療構想推進事業を活用し、回復期リハビリテーション病床及び地域包括ケア病床の整備を行う医療機関　一覧



（事業種別）

（ ）

（整備目的・内容）

（整備前・整備後の病床数）

一般 37 床 ／ 療養 93 床 一般 床 ／ 療養 130 床 ※増減 （うち、補助
対象病床数）

高度急性期機能 1 （病棟） 8 （床） 高度急性期機能 （病棟） （床） △ 8

急性期機能 1 （病棟） 29 （床） 急性期機能 （病棟） （床） △ 29

回復期機能 1 （病棟） 42 （床） 回復期機能 2 （病棟） 84 （床）

1 （病棟） 42 （床） 2 （病棟） 84 （床） 42床 (42床)

うち、地域包括ケア病床 （病棟） （床） うち、地域包括ケア病床 （病棟） （床） 0

慢性期機能 1 （病棟） 51 （床） 慢性期機能 1 （病棟） 46 （床） △ 5

開設予定時期 30 年 6 月頃平成

整備概要

当施設は、地域医療構想に則して、病床を急性期機能等から回復期機能へ転換します。また、急性期病院と連携し、回復期リハビリ病院
（130床）、老健施設（100床）、外来リハビリ、通所リハビリ、訪問リハビリ、訪問看護ステーションの機能を有し、病院から在宅までのシーム
レスなリハビリサービスを提供するものです。

＜整備前＞ ＜整備後＞

うち、回復期リハビリテーション
病床

うち、回復期リハビリテーション
病床

東京都地域医療構想調整会議　報告

開設者名 公益財団法人　河野臨牀医学研究所

施設名 品川リハビリテーション病院

施設所在地 品川区北品川５－２－１

 施設整備  新築  増築・改築  改修  開設準備経費支援  開設後人件費支援  設備整備 

第三北品



（事業種別）

（ ）

（整備目的・内容）

（整備前・整備後の病床数）

一般 290 床 ／ 療養 94 床 一般 290 床 ／ 療養 94 床 ※増減 （うち、補助
対象病床数）

高度急性期機能 1 （病棟） 14 （床） 高度急性期機能 1 （病棟） 14 （床） 0

急性期機能 7 （病棟） 276 （床） 急性期機能 6 （病棟） 234 （床） △ 42

回復期機能 0 （病棟） 0 （床） 回復期機能 1 （病棟） 42 （床）

0 （病棟） 0 （床） 0 （病棟） 0 （床） 0

うち、地域包括ケア病床 0 （病棟） 0 （床） うち、地域包括ケア病床 1 （病棟） 42 （床） 42床 (42床)

慢性期機能 2 （病棟） 94 （床） 慢性期機能 2 （病棟） 94 （床） 0

開設予定時期 30 年 7 月頃平成

整備概要

現在は高度急性期機能および急性期機能病棟、長期の医療的ケアが必要な患者を受け入れる為の療養病棟での稼動をしておりますが、近隣には高度急性期および急性
期機能の医療提供を行う大学病院、急性期病院が複数あり、地域的な医療ニーズとして、急性期を脱し、その後の医療提供が必要な患者の受入れが可能であり、かつ、
在宅等への退院支援を推進する医療機関の必要性が高いことを当院としても考察しており、当院の一部病棟を地域包括ケア病棟へと機能転換開設し、それら地域の医療
ニーズに応需し、貢献していきたいと考えており、今後は急性期一般病棟・療養病棟・地域包括ケア病棟とする予定であります（※平成30年7月に地域包括ケア病棟へ転換
届出をし、現在稼動中）

＜整備前＞ ＜整備後＞

うち、回復期リハビリテーション
病床

うち、回復期リハビリテーション
病床

東京都地域医療構想調整会議　報告

開設者名 医療法人社団　松和会

施設名 医療法人社団　松和会　池上総合病院

施設所在地 大田区池上６－１－１９

 施設整備  新築  増築・改築  改修  開設準備経費支援  開設後人件費支援  設備整備 


